
写真提供：農研機構



１

○ 令和７年産の全国の作付面積は144,100ha、九州地域は17,400haとなり、全国に占める割合は約12％となった。

○ 県別では福岡県が7,000haで最も多く、次いで佐賀県が6,500ha。この両県で九州地域の作付面積の約77％を占めている。

資料：作物統計調査

全国地域別及び九州各県別の大豆作付面積の割合（R7年産）

１ 作付面積

北海道

32％

（46,800ha）

東北

24％

（34,608ha)

北陸

８％

(10,800ha)

関東・東山

６％

（9,270ha）

東海

８％

(11,300ha)

近畿

7％

(9,640ha)

中国・四国

3％

(4,289ha)

九州

12％

(17,400ha)

R7年産
作付面積（全国）

144,100ha

福岡

40％

（7,000ha）

佐賀

37％

（6,500ha）

長崎

2％

（268ha）

熊本

12％

（2,150ha）

大分

6％

（944ha）

宮崎

1％

（213ha）

鹿児島

2％

（298ha）

R7年産
作付面積（九州）

17,400ha



２

○ 大豆の作付面積は、昭和53年から開始された水田利用再編対策により、大豆の作付けが急拡大したが、平成５年の冷害により米の
作況が著しい不良となり、米が不足したこと等から大豆の作付面積が一時的に減少。その後、米の需給状況等に応じ、作付面積は増減し
てる。

○ 令和７年産の作付面積は、全国では前年比６％減の144,100haとなり、九州地域では前年比１４％減の17,４00haとなった。

資料：作物統計調査

２ 作付面積の推移
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３ 収穫量

○ 令和７年産大豆の収穫量は、全国では前年比３％増の２６．１万トン、九州地域では前年比６％増の２．３万トンとなった。

○ 県別では、佐賀県が９，８００トンと最も多く、次いで福岡県の9,730トンとなった。この両県で九州地域の収穫量の8４％を占める。

資料：作物統計調査 ３

北海道

52％

（136,200㌧）

東北

18％

（48,100㌧）

北陸

6％

（14,800㌧）

関東・東山

5％

（12,300㌧）

東海

5％

（12,800㌧）

近畿

4％

（10,400㌧）

中国・四国

1％

（3,299㌧）

九州

9％

（23,300㌧）

R7年産
収穫量（全国）
261,200㌧

大豆の全国地域別及び九州各県別の収穫量の割合（R7年産）

福岡

4２％

（9,730㌧）

佐賀

42％

（9,800㌧）

長崎

1％

（241㌧）

熊本

10％

（2,370㌧）

大分

3％

（727㌧）

宮崎

1％

（126㌧）

鹿児島

1％

（319㌧）

R7年産
収穫量（九州）

23,3００㌧



４ 全国各地域における単収の推移

〇 令和７年産の単収は、各地域ともに前年産を上回るものの、天候等の影響により近年次変動が大きい状況。

資料：作物統計調査 ４

全国、北海道、東北及び九州地域の単収の推移
（ｋg/10a）
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○ 近年の大豆の単収は、全国平均と比較して低い水準で推移しており、年次ごと、県ごとの差が大きい。

資料：作物統計調査 ５
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５ 九州各県における単収の推移
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フクユタカ

○ 九州地域における品種別検査数量は、令和３年産では、「フクユタカ」が九州地域全品種の７７％を占めていたが、近年では、「ちくしB
５号」や「そらみのり」などの新品種の作付が増加している。

６

○ 九州地域における品種別検査数量の推移（種子大豆除く）

資料：農産物検査成績（生産年翌年４月末日現在の検査成績）

○ 県別品種別検査数量（令和７年産、種子大豆除く） 単位：トン

ちくしB5号

６ 品種

その他

福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 九州計

― 5,611  167  1,209  0  57  166  7,211  

6,506  494  7,001  

そらみのり 346  346  

佐大Ｈ01号 125  125  

18  40  58  

1  1  2  

3,169  3,835  66  591  131  63  114  7,969  

9,676  9,572  233  2,164  665  121  280  22,712  

フクユタカ

ちくしＢ５号

品種名

キヨミドリ

その他（種子用等）

合計

すずおとめ



７

○ 農研機構九州沖縄農業研究センターが開発した新品種。収量が高い米国品種（Santee）と、育成系統（九州１４８号）を交
配し、多収で豆腐に利用できる新品種として育成した。

そらみのり

そらみのりの主な特性

1）難裂莢性で「フクユタカ」よりも３割以上多収

2）葉焼病抵抗性を有する

3）「フクユタカ」よりも1週間程度晩生

4）主茎長が長いが、対倒伏性は「フクユタカ」と同等

5）へその色が“黄”で外観品質に優れる

6）百粒重は、「フクユタカ」と同等かやや小さい
7）タンパク質含有率は「フクユタカ」と同等かやや低い

【用語解説】
・裂莢性(れっきょうせい)
成熟した莢がはじける性質を指します。裂莢性が"易"の品種は、成熟後に高温乾燥状態が続くと、自然にはじけやすく、莢内の種子がこぼれてしまうので、収穫ロスの原因になります。

・葉焼病(はやけびょう)
細菌によって引き起こされる病害で、ダイズの葉に感染すると斑点性の病斑が現れ、症状が激しくなると葉が早期に落ち、粒大や収量が減少するなどの影響が出ます。

・へそ
種子が莢とつながる部分。黄、緑、淡褐、暗褐、黒などに分類される。

・タンパク質含有率
タンパク質含有率が高いほど、豆腐にした時に豆腐が壊れるまでに要した力の強さ（豆腐の破断強度）が高くなる傾向があります。

データ提供：農研機構
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７－１ 九州地域で普及が期待される新品種紹介



８

フクユタカとそらみのりの草本比較

○ 「そらみのり」は「フクユタカ」よ
りも植物体が大きく、莢数が多い。

○ やや倒伏に弱いが、根元から
の倒伏が少ないのが特徴。

○ 最下着莢節位高が「フクユタ
カ」に比べて高いため、コンバイン
での収穫も容易。

○ 青立ちの発生が少ない。

フクユタカ そらみのり

フクユタカとそらみのりの外観比較

フクユタカ そらみのり

○ へその色が「フクユタカ」の淡褐と異なり、黄で
外観が良好。

○ 納豆に加工する場合、へその色が黄の品種が
好まれるため、活用が期待される。

○ 豆腐加工適性試験の結果から、「そらみのり」
は豆腐に利用できると評価された。

データ・写真提供：農研機構

【用語解説】
・最下着莢節位高（さいかちゃっきょうせついこう）
子葉節(一番下の節)～最下位の莢が着生した節ま

での高さのこと。最下着莢節位が低すぎると、コンバ
インでの刈り取り位置を低くする必要があるため、コ
ンバイン内に土が混入しやすくなります。コンバインに
取り込まれた土は、子実の汚粒の発生原因になりま
す。

・青立ち
莢は茶色く成熟に達し、収穫適期を迎えているもの

の、茎葉が枯れずに青々としている状態のこと。莢先
熟や成熟不整合などと呼ばれることもあります。
青立ちが発生すると、子実の汚損の原因となり、検査
等級の低下につながります。フクユタカ

フクユタカ そらみのり

７－２ 九州地域で普及が期待される新品種紹介
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○ 九州産大豆の上位等級（１等及び２等）比率は、全国平均値を上回っている。
○ 検査における格下げの要因は、粒の充実不足による形質不良、汚損粒、しわ粒、カメムシによる吸害等である。

９資料：農産物検査成績（生産年翌年４月末日現在の検査成績）

吸害粒しわ粒

大豆の農産物検査における上位等級（１等及び２等）の割合

整粒
（健全粒）

未熟粒
（扁平粒）

九州

全国

８ 等級検査



9 労働時間

〇 10aあたりの労働時間は、長期的に減少傾向で推移している。
〇 労働時間のうち、耕起整地・は種・中耕除草作業が半分以上を占めている。近年、不耕起は種や耕うん同時畝立て播種等の導入によ
る労働時間の省力化が進められている。

10資料：「農業経営統計調査工芸農作物等の生産費」

○大豆の投下労働時間の推移 ○九州大豆の作業別直接労働時間の内訳
（令和６年産）

九州

全国

耕起整地

0.74

基肥0.17

は種0.54

中耕除草

1.70

管理1.09

防除0.55

収穫0.70

乾燥0.04

生産管理

0.09

令和６年産
１０aあたり

直接労働時間
５.６２ｈｒ/１０a

12.5

8.8

8.2

7.1 6.4
6.2

9.3

6.7

7.9

6.6
6.5

5.8

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

H16 20 24 28 R2 R6

（hr/10a）



10 入札取引価格

○ 収穫後入札取引価格は、気象条件による豊凶変動により、生産年ごとの価格変動が大きい。

〇 令和７年産の九州の主要品種銘柄（普通大豆）の収穫後入札取引価格は全国平均を上回った。

11

注：価格（円）は60kg当たりの包装代を含み、消費税等は含まない。
資料：いずれも日本特産農産物協会入札結果
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全国

福岡フクユタカ（中粒）

福岡ちくしB５号（中粒）

佐賀フクユタカ（中粒）

熊本フクユタカ（中粒）

大分フクユタカ（中粒）

全産地・品種の平均

（千円/俵・60ｋｇ）（円/俵・60㎏）

全国主要銘柄（普通大豆）の落札価格の推移

※緑枠は中粒

県 ３年産 ４年産 ５年産 6年産 7年産

全国 普通大豆平均 9,864 9,638 8,645 8,219 8,543

北海道 大粒 とよまさり 10,809 9,936 8,742 8,160 8,090

青森 大粒 おおすず 9,009 － 8,997 8,409 8,313

秋田 大粒 リュウホウ 9,068 8,956 － 8,263 8,220

栃木 大粒 里のほほえみ 9,338 8,941 8,686 8,260 8,593

新潟 大粒 里のほほえみ 9,565 9,165 9,063 8,168 8,110

愛知 大粒 フクユタカ 11,946 11,941 7,744 8,084 9,842

滋賀 大粒 ことゆたか 9,630 9,182 8,555 8,830 8,894

福岡 大粒 フクユタカ － 13,160 8,937 9,390
大粒（ちくしB5号）

10,796
中粒（ちくしB5号）

佐賀 大粒 フクユタカ － 13,865 8,744 8,869 12,349
中粒

長崎 大粒 フクユタカ － － － － －

熊本 大粒 フクユタカ 13,344 12,818 8,140 8,236 －

大分 大粒 フクユタカ 13,172 11,852 8,416 － 10,883
中粒（ちくしB5号）

宮崎 大粒 フクユタカ － － － － －

鹿児島 大粒 フクユタカ － － － － －

品種



〇 各県で策定された令和7年度水田収益力強化ビジョンによると、令和8年度の九州地域の作付目標面積は20,５１０haであり、前年度
より３，１３７ha（１８%）の増加となっている。

11 九州地域の「水田収益力強化ビジョン」（大豆部分 抜粋）

12
※R7作付面積は作物統計調査より

R７ R８

作付面積 作付面積

（目標面積）

福岡県 7,000 8,600 23%

佐賀県 6,500 7,400 14%

長崎県 268 262 -2%

熊本県 2,150 2,406 12%

大分県 944 1,371 45%

宮崎県 213 234 10%

鹿児島県 298 237 -20%

合計 17,373 20,510 18%

増減率

取組方針

令和７年度　水田収益力強化ビジョン

　主食用米の転換作物として作付され、実需者ニーズも高いことから、本県水田農業における重要な品目である。
産地交付金を活用して生産性の高い品種（ちくしB５号）への切り替えを行うことで、実需者への安定供給を図る。
また、作付面積の拡大を図るとともに、適期作業や団地化、排水対策の徹底による湿害回避、土づくり等の取組により、収量の安定、向上を目指す。

　適地適作を基本に、地域段階における産地交付金を活用し、ブロックローテーションなど団地化を図るとともに、排水対策など生産性の向上を図る
取組を推進し、実需者ニーズに対応した生産を推進する。

　国内産の需要が高く、機械化体系が確立していることから、契約栽培等を中心とした安定生産を推進し、排水対策等の生産性向上の取組を推進
する。また主食用米や新規需要米、加工用米等と組み合わせた二毛作を推進する。

　認定農業者や地域営農組織などの担い手への農地集積を推進し、団地化やブロックローテーションによる生産性の向上と安定生産を推進します。

　県内実需者からは、消費者ニーズへの対応（安心・安全）や特色ある商品づくり（高付加価値）のため、県産大豆の供給量増加が求められているこ
とから、実需者ニーズに応じた品種面積計画を策定し、産地ごとに作付を誘導しながら生産拡大を図る。
　大豆新品種「ちくしB５号」については、産地交付金の大豆新品種作付加算を活用し従来品種からの転換を進める。
　栽培適地への作付を推進しつつ、排水性を向上させる地下灌漑システム（FOEAS）等の基盤整備事業の活用を推進する。その中で圃場の団地
化、輪作体系の確立および圃場の地力向上、排水対策等基本技術の徹底により単収向上と品質の高位平準化を目指す。

　単収や農業所得向上のため、これまで取り組んできた適期播種や排水対策、雑草対策などの基本技術をより一層徹底するとともに、部分浅耕播種
技術などの播種後の干ばつ・湿害に強い栽培技術の普及や、新品種の導入、難防除雑草（ホオズキ、アサガオ等）の体系処理防除対策、集落営農
法人等の組織の効率的な運営体制の構築に対する支援などを行う。
　また、より効率的な生産体制を構築するため、地域の担い手への農地集積、高性能機械の導入・共同利用、稲わら・麦わらや堆肥等の有機物資源
の有効活用による地力向上なども積極的に推進する。
　さらに、販売面においては、実需者ニーズに対応した販売体制の整備を進めながら、契約栽培を主とした需要の安定確保の取組を強化する。

　大豆については、播種の遅れ、排水不良等の課題により、単収が安定していない。産地交付金を活用し、300A 技術等の導入を推進するとともに、
排水対策や雑草対策といった基本的な管理を徹底することで、作付拡大と生産性・品質の向上を図る。

県名
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全国豆類経営改善共励会は、JA全中及び
日本農業新聞が主催し、優れた豆類生産
経営者や生産組織を表彰する全国規模の
共励会です。

昭和47年度から毎年開催されており、収
量・品質の向上、生産コストの低減、経営規
模の拡大、実需者との連携など、先進的な
取組を総合的に評価します。

都道府県、ブロック、全国の各段階で審査
が行われ、優秀な経営体には農林水産大
臣賞などが授与されます。

第５４回共励会では、全国から１３８点（大豆家族経営の部７７点、大豆集団の部６１点）の出
品があり、九州ブロックからは、農事組合法人今井ぎおん営農組合（福岡県）が農林水産省
農産局長賞を、株式会社河野農産（大分県）が全国農業協同組合中央会会長賞を受賞さ
れ、優れた経営事例が高く評価されました。

第５４回（令和７年度）全国豆類経営改善共励会 全国表彰式の様子
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九州農政局長賞 九州農政局長賞
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九州農政局長賞


